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	 高速点火方式のレーザー核融合では, 予め高
密度に圧縮した燃料プラズマ（コアプラズマ）

に追加熱を行い, 点火・燃焼を引き起こす. 超
高強度・短パルスレーザー（加熱レーザー）と

プラズマ相互作用により生じる相対論的電子

ビームによりコアプラズマへエネルギー付与

を行う. しかしながら, 加熱を行う相対論的電
子ビームは大きな発散角を持っており, 加熱レ
ーザーからコアプラズマへのエネルギー結合

効率の低下を招く大きな原因であった. これま
での我々の実験で得られたエネルギー結合効

率はわずかに0.4 %[1]であった.  
	 キロテスラ磁場を電子ビーム進行方向に印

加することで, コアプラズマのサイズより十分
小さい領域に効率良くガイドできることが示

されている[2]. そこで, レーザー駆動キャパシ
ター・コイル[3]により発生するキロテスラ磁場
を高速点火方式のレーザー核融合へ導入し, 結
合効率向上の実証実験を行った.  
 実証実験は大阪大学レーザー科学研究所の激
光XII号とLFEXレーザーを使用して行った. 前
者は磁場発生と高密度コアプラズマ形成に, 後
者は相対論的電子ビーム発生に使用した. キロ
テスラ磁場を銅が添加された中実球[4]に印加
し, 圧縮後に加熱レーザーを入射した. 銅イオ
ンから発生する特性X線のスペクトルと2次元
イメージを取得した.  図.1にエネルギー結合
効率と電子ビームの2次元空間分布を示す.	外
部磁場印加時に,	電子ビームが進行方向に誘

導される様子が観測され,	最大8%の結合効率
[5]が得られた.コアプラズマへ付与されたエネ
ルギーから,	1Gbarに相当する圧力が得られて
いる. 外部磁場がない場合に比べて2倍増加し,	
米国で得られている結合効率[6]より4倍高い効
率を達成した.	 
	 講演では実験結果と解析の詳細を報告する.	

 
図.1 エネルギー結合効率に対する加熱レーザーの
強度依存性と電子ビームの伝搬の様子(右上). 
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